
第
2回

西
部

地
区

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
 

ク
ロ

ス
ト

リ
ジ

ウ
ム

 デ
ィ

フ
ィ

シ
ル

に
つ

い
て

 

～
薬

剤
師

の
立

場
か

ら
～

 
 

『
CD

腸
炎

の
治

療
薬

に
つ

い
て

』
 

済
生

会
八

幡
総

合
病

院
 

薬
剤

部
 

花
田

  雄
一

 



本
日

の
内

容
 

・
CD

腸
炎

の
治

療
に

つ
い

て
 

 

・
CD

腸
炎

の
治

療
薬

（
抗

菌
薬

）
に

つ
い

て
 

 

メ
ト

ロ
ニ

ダ
ゾ

ー
ル

(M
NZ) 

VS 

バ
ン

コ
マ

イ
シ

ン
(VCM

) 
 



参
考

に
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
 

Clinical Practice Guidelines 
for Clostridium

 difficile Infection in Adults: 
2010 Update 

by the Society for Healthcare Epidem
iology of 

Am
erica (SHEA) and 

the Infectious D
iseases Society of Am

erica (ID
SA)  

米
国

の
保

健
疫

学
会

と
感

染
症

学
会

に
よ

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
 

重
篤

副
作

用
疾

患
別

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
  偽

膜
性

大
腸

炎
 

平
成

20年
3月

 
厚

生
労

働
省

 



CD
腸

炎
の

治
療

原
則

 
○

可
能

な
限

り
抗

菌
薬

を
中

止
す

る
。

 
 

再
発

の
リ

ス
ク

に
影

響
す

る
か

も
し

れ
な

い
。

(A-II)  

○
重

症
、

複
雑

性
CD

感
染

症
が

疑
わ

れ
た

時
は

疑
わ

れ
次

第
 

 
直

ち
に

経
験

的
治

療
を

開
始

す
る

。
(C-III)  

○
Toxin が

陰
性

で
あ

る
な

ら
ば

、
開

始
、

中
止

、
継

続
は

 
 

個
々

に
判

断
さ

れ
な

け
れ

ば
い

け
な

い
。

(C-III) 

○
症

状
を

曖
昧

に
し

、
中
毒
性

巨
大

結
腸

症
の

原
因

に
な

る
 

 
た

め
可

能
な

ら
ば

腸
管

蠕
動

抑
制

薬
は

避
け

る
。

(C-III) 



CD
腸

炎
の

治
療

原
則

 
・

抗
菌

薬
の

投
与

中
止

が
大

原
則

 

・
止

痢
剤

や
腸

管
運

動
抑

制
剤

は
使

用
し

な
い

 
 

 
…

腸
管

粘
膜

傷
害

の
促

進
と

病
態

の
悪

化
の

恐
れ

あ
り

 

・
抗

菌
薬

の
中

止
や

変
更

で
症

状
の

改
善

が
認

め
ら

れ
な

い
 

 
場

合
、

重
症

度
、

合
併

症
に

よ
っ

て
は

薬
物

治
療

を
開

始
 

（
病

状
に

よ
り

抗
菌

薬
中

止
が

困
難

な
場

合
）

 

CD
腸

炎
を

生
じ

に
く

い
抗

菌
薬

へ
変

更
 

・
脱

水
症

状
を

防
ぐ

た
め

適
宜

輸
液

管
理

 



CD
腸

炎
の

治
療

薬
 

○
M

NZは
軽

症
～

中
等

症
の

初
期

治
療

で
あ

る
。

 
 

量
は

1回
500m

g 1日
3回

経
口

 10～
14日

間
。

(A-I) 

○
VCM

は
重

症
(※

)の
初

期
治

療
と

な
る

。
 

 
量

は
1回

125m
g 1日

4回
経

口
 10-14日

。
(B-I)  

米
国

で
は

M
NZが

第
一

選
択

 
薬

価
が

安
価

な
た

め
 

VCM
耐

性
菌

の
誘

発
を

避
け

る
た

め
 

※
 W

BC 15000以
上

、
Creが

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

よ
り

1.5倍
以

上
 

通
常

の
CD

腸
炎

で
は

 M
NZ  と

  VCM
 は

同
様

に
奏

効
 

重
症

の
CD

腸
炎

で
は

 M
NZ よ

り
 VCM

 の
治

療
効

果
が

優
れ

て
い

た
 



CD
腸

炎
の

治
療

薬
 

②
 (①

が
無

効
ま

た
は

非
耐

容
、

副
作

用
出

現
時

) 
 

 VCM
 125m

g 4回
/日

 経
口

 10～
14日

 

本
邦

で
も

M
NZが

第
一

選
択

と
さ

れ
て

い
る

 

③
 (重

症
例

) 
 

 VCM
 250～

500m
g 4回

/日
 経

口
 10～

14日
 

①
 M

NZ 250m
g 4回

/日
 経

口
 ま

た
は

  
 

 500m
g 3回

/日
 10～

14日
 

し
か

し
な

が
ら

い
き

な
り

VCM
が

選
択

さ
れ

る
症

例
が

 
多

い
よ

う
に

感
じ

る
の

は
な

ぜ
？

 



M
NZの

CD
腸

炎
へ

の
適

応
 

少
し

前
ま

で
M

NZの
CD

腸
炎

へ
の

使
用

は
 

保
険

適
応

外
使

用
だ

っ
た

 
 

保
険

適
用

さ
れ

る
公

知
申

請
品

目
と

し
て

 
2012年

2月
 

事
前

評
価

終
了

 
2012年

8月
 

薬
事

承
認

 
保

険
適

応
に

 

  【
適

応
菌

種
】

 本
剤

に
感

性
の

ク
ロ

ス
ト

リ
ジ

ウ
ム

・
デ

ィ
フ

ィ
シ

ル
 

   【
適

応
症

】
 

感
染

性
腸

炎
(偽

膜
性

大
腸

炎
を

含
む

) 
【

用
法

・
用

量
】

1回
250m

gを
1日

4回
又

は
1回

500m
gを

1日
3回

、
 

                     10～
14日

間
経

口
投

与
 



M
NZと

VCM
の

比
較

（
コ

ス
ト

面
）

 
M

NZ フ
ラ

ジ
ー

ル
錠

  
1錠

250m
g 35.8円

 
 

VCM
 バ

ン
コ

マ
イ

シ
ン

酸
  

1瓶
500m

g 3015.6円
 

 

1日
あ

た
り

 
14日

あ
た

り
 

M
NZ 

1500m
g 3×

 
214.8 

3007.2 

VCM
 

500m
g 4×

 
3015.6 

 
42218.4 

 
VCM

 
2000m

g 4×
 

12062.4 
 

168873.6 
 

（
ﾄｯﾌﾟｼｪｱの

後
発

品
 

1701円
）

  
 

(1701) 

(6804) 
(95256) 

(23814) 



M
NZと

VCM
の

比
較

（
そ

の
他

）
 

M
NZ 

VCM
 

吸
収

と
全

身
作

用
 ほ

と
ん

ど
吸

収
さ

れ
ず

 
全

身
作

用
は

考
え

な
い

 

上
部

消
化

管
よ

り
吸

収
さ

れ
 

全
身

性
副

作
用

あ
り

 
（

例
：

神
経

毒
性

な
ど

）
 

VCM
耐

性
菌

の
誘

発
リ

ス
ク

 
低

い
 

高
い

 

腎
機

能
低

下
患

者
へ

の
投

与
 

ほ
と

ん
ど

吸
収

さ
れ

な
い

た
め

 
減

量
の

必
要

な
し

 

主
に

肝
臓

で
の

代
謝

を
受

け
 

腎
機

能
の

影
響

は
少

な
い

 

CLcr＜
10で

減
量

の
必

要
あ

り
 

HD
患

者
で

は
透

析
性

が
あ

り
 

減
量

は
必

要
な

し
 



CD
腸

炎
の

治
療

薬
 

○
経

口
VCM

±
静

注
M

NZは
重

症
、

複
雑

性
(※

)の
選

択
肢

。
 

 
VCM

 500m
g 4回

、
生

食
100m

lに
溶

解
し

6時
間

毎
に

 
 

注
腸

、
M

NZ 500m
gを

8時
間

毎
に

静
注

。
(C-III) 

○
状

態
の

悪
い

患
者

で
は

腸
切

除
を

考
慮

す
る

。
 (B-II)  

VCM
 …

 静
脈

内
投

与
で

は
消

化
管

内
の

十
分

な
薬

物
濃

度
は

得
ら

れ
ず

 

※
 低

血
圧

、
シ

ョ
ッ

ク
、

イ
レ

ウ
ス

、
巨

大
結

腸
症

 

M
NZ …

 静
脈

内
投

与
に

よ
り

消
化

管
内

へ
薬

物
が

移
行

す
る

が
... 

対
照

的
 



M
NZの

点
滴

静
注

 
 

 
で

も
M

NZ静
注

の
記

載
が

あ
り

、
推

奨
さ

れ
て

い
る

 

使
用

す
る

な
ら

個
人

輸
入

を
す

る
し

か
な

い
 

M
NZは

嫌
気

性
菌

に
幅

広
い

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

を
有

し
て

お
り

、
 

静
注

製
剤

は
承

認
が

待
ち

望
ま

れ
て

い
る

薬
剤

の
ひ

と
つ

 

し
か

し
な

が
ら

本
邦

で
は

未
承

認
薬

 



再
発

例
の

治
療

薬
 

○
初

期
再

発
は

最
初

の
治

療
と

同
じ

(A-II)だ
が

、
 

 
重

症
度

に
よ

り
分

類
分

け
さ

れ
る

べ
き

。
(C-III) 

○
初

期
再

発
以

上
、

長
期

治
療

で
M

NZは
蓄

積
性

の
 

 
神

経
毒

性
の

可
能

性
が

あ
る

た
め

用
い

な
い

。
(B-II)  

○
2回

目
以

降
の

再
発

に
お

け
る

VCM
に

よ
る

治
療

は
 

 
taperま

た
は

pulse regim
enが

好
ま

し
い

。
(B-III) 

間
欠

 
漸

減
 

M
NZが

使
用

で
き

る
の

は
1回

目
の

再
発

ま
で

 
2回

目
以

降
の

再
発

で
は

VCM
に

よ
る

治
療

が
主

体
に

な
る

 



再
発

例
の

治
療

例
と

そ
の

他
の

治
療

法
 

・
VCM

減
量

法
 

7日
ご

と
に

減
量

し
28日

間
 

表
8 

・
VCM

間
欠

投
与

法
 

1回
/2~

3日
の

投
与

を
21日

間
 

・
VCM

＋
コ

レ
ス

チ
ラ

ミ
ン

 併
用

療
法

 
 

陰
イ

オ
ン

交
換

樹
脂

で
毒

素
を

吸
着

 ⇒
 毒

素
吸

着
療

法
 

・
VCM

＋
リ

フ
ァ

ン
ピ

シ
ン

 併
用

療
法

 
 

欧
米

で
は

リ
フ

ァ
キ

シ
ミ

ン
の

ほ
う

が
有

用
と

さ
れ

て
い

る
 

・
免

疫
賦

活
療

法
 

免
疫

グ
ロ

ブ
リ

ン
150~

400m
g/kg前

後
を

投
与

 
 

・
糞

便
療

法
 

健
常

人
の

便
を

経
管

で
腸

に
投

与
 

臨
床

試
験

な
ど

に
よ

る
今

後
の

エ
ビ

デ
ン

ス
の

確
立

に
期

待
 



再
発

予
防

の
た

め
の

投
与

 
○

背
景

の
感

染
症

で
抗

菌
薬

継
続

が
必

要
な

患
者

に
お

い
て

 
 

再
発

予
防

の
た

め
の

投
与

は
推

奨
で

き
な

い
。

(C-III) 

漫
然

と
し

た
投

与
は

行
う

べ
き

で
な

い
 

限
り

あ
る

医
療

費
を

大
切

に
す

る
コ

ス
ト

意
識

 

耐
性

菌
発

現
を

防
ぐ

感
染

制
御

の
意

識
 



ま
と

め
 

・
治

療
の

大
原

則
は

抗
菌

薬
の

中
止

 
 

・
治

療
薬

は
重

症
度

に
も

よ
る

が
ま

ず
M

N
Zか

ら
 

 

・
漫

然
と

し
た

投
与

は
行

う
べ

き
で

は
な

い
 

・
重

症
例

、
難

治
例

で
は

VCM
内

服
 

 

・
併

用
療

法
な

ど
新

た
な

治
療

法
が

検
討

さ
れ

て
い

る
 

 


